
フッ化アパタイト被覆二酸化チタンの合成に成功

2004.1.29 独立行政法人産業技術総合研究所がニュースリリースで報じる
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産総研と特許共願

野波亨氏が開発した従来のハイドロキシアパタイト被覆二酸化チタンの合成を産総研

従来のハイドロキシアパタイトが酸性に弱く , 溶ける弱点をクリアして耐酸性を向上

と間で多くの会社 (TOTO､昭和電工他多数の中小企業 ) が情報開示契約を締結し､光触媒

塗料の製造を始めましたが､大量合成で十分被覆出来ませんでした。製造詳細は 11-3 で



ハイドロキシを超える機能のフッ化アパタイト被覆二酸化チタン

2004.1.29 独立行政法人産業技術総合研究所がニュースリリースで報じる
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従来のハイドロキシアパタイト被覆二酸化チタン 当社・刀根と開発したフッ化アパタイト二酸化チタン

フッ化アパタイト被覆二酸化チタンは産業技術綜合研究所野波亨氏と刀根が特許共願

ハイドロキシアパタイトもフッ化アパタイトも大量合成が出来ず、コストを考えて大量合成では

不完全なアパタイト被覆二酸化チタンしか出来ないコスト高な光触媒でした。詳細は 11-3

HAP ハイドロキシアパタイト
FAP フッ化アパタイト

HAP が溶ける



アパタイト被覆二酸化チタンは大量合成出来ない光触媒
2004.1.29 独立行政法人産業技術総合研究所がニュースリリースで報じる

二酸化チタンがゆっくり回転しても
沈まず時間をかけて、ゆっくり

１５０ℓタンク

１t・タンク

2t・タンク

ゆっくり回転だと

Tio2 は比重が 4.26

は

石原産業製二酸化チタン　ST01

少量しかできない小型タンク大量生産の大型タンク

不十分な被覆 十分な被覆 十分な被覆

ハイドロキシアパタイト被覆 TIO2 フッ化アパタイト被覆 TiO2ハイドロキシアパタイト被覆 TIO2

外装に塗料化

内装塗料に含有　　弱い紫外線⇒OK　　　　　　　弱い紫外線⇒OK　   　　　　　　　　弱い紫外線⇒OK

有機塗料に含有　強い紫外線⇒不可 　×　　　  　　強い紫外線⇒　　不可▲　 　 　　　  強い紫外線⇒不可

無機塗料に含有　有機塗料業者⇒無機 ×　　　 　PLAZA 無機塗料製造 ◎　　　　　PLAZA 無機塗料製造 ◎　

昭和電工 ジュピター塗料化 ×

産総研と情報開示契約

TOTO 合成出来ず         ？

Tio2 は沈み、被覆が

出来ず高速回転も × アパタイトが被覆してゆきます

昭和電工他産総研と

情報開示契約をした

その他の事業所は

大型タンクで合成

PLAZA は十分な被覆確認して

結果的に１５０ℓタンクで合成

（100％被覆確認出来ず）　　 （100％被覆確認出来ず）

下地塗料へ影響　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 無機下塗剤製造 ◎　　　　　　   　無機下塗剤製造 ◎

PLAZA 最初は

大型タンク

被覆が出来ず、

完全被覆には

小型タンクに

耐酸性に

優れる

内装塗料の製造には

1：弱い光に反応するフッ化
アパタイト被覆二酸化
チタンを最大限に含有

外装塗料の製造には

1：室内の 1000 倍の紫外線
に見合った分解できる
量に光触媒を減らし

２: 下地を保護する無機下塗
剤を大量に塗布

２: コロナウイルス対策等に

3: 光触媒の頭出しを確認

その他　　　合成出来ず

光触媒塗料メーカー

TOTO

その他　　　合成出来ず　多くは廃業

製造停止　事業撤退

出来る範囲の少量のアパタイト被覆二酸化チタンをコロナ等必要とされる場合に製造

活用
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